























































変更し, 従来の事業部に加えて, 総務・経理・安全・環境を担当する管理本部と, 営業・調
達を業務とする営業本部を新設し, 部体制を採っている)｡ 自動車商品事業部では自動車の
内装系・外装系部品の生産と, 社内用量産金型の生産準備・号口量産・メンテナンスを主たる
業務としている｡ また, 電器・電子事業部においては液晶・半導体製造装置 (ユニット) の組
立や, 液晶・半導体製造装置の機械加工部品の調達, 液晶製造装置の設計に取り組んでいる)｡
年月期決算によると, 資本金は億万円, 売上高は億万円, 当期利
益は億万円である｡ 従業員数は年月現在	名を数える (表)｡
当社は, 工場敷地内に生産子会社として, アルミダイキャスト製品 (エンジン系部品)の鋳





























































































京都郡苅田町, 年月日操業開始, エンジン生産)・小倉工場 (福岡県北九州市小倉
南区, 	年	月日操業開始, ハイブリットユニット生産)の操業, さらにはアイシン九州
の積極的な販売戦略によって, 自動車部品事業部ではドアーフレーム, サンルーフ, ドアチェッ
ク, ドアロックなど合計
品目を生産し, トヨタ自動車九州やトヨタ自動車のみならず, 日
産自動車, マツダ, ダイハツ, ダイハツ九州など系列外の自動車メーカーにも部品を納入して
いる
)｡












(フォトレジスト塗布現像装置), 半導体洗浄装置, フラットパネルディスプレイ () 製造
用コータデベロッパの研究開発・設計・製造・据付けなどを行っている｡
アイシン九州が, 東京エレクトロン九州から受注を得て, 年月に液晶パネル製造用
コータデベロッパのオーブンユニット () の組立を開始したのが, 当社が液晶・半
導体関連分野へ参入した端緒であった｡ 当時は, いまだ自動車部品の生産品目・生産量が少な




働きかけたという)｡ 一方, 東京エレクトロン九州においては, 景気変動が著しい業界のなか
で投資負担を軽減し投資効率を高めるため, 積極的にアウトソーシングを進め, ネッワーク分
業体制を構築していた)｡ また, 年当時は液晶パネル製造用コータデベロッパの生産は
フル操業の状態にあった)｡ こうしたことから, 東京エレクトロン九州では, トヨタ生産方
式で培われてきたアイシン九州の組立技術を評価し), 液晶パネル製造用コータデベロッパ
のオーブンユニットの組立をアイシン九州に発注することにし, 両社の取引が開始された｡ こ








て製作される, ユニットのカバー, ブラケット () 等を外注し納品することから始め,






































た｡ もっとも, 設計といっても, 開発設計ではなく, オーブンユニットの量産設計であり, 顧
客の要求仕様に合わせた部分設計や, 半導体メーカーが使い続けている旧世代の装置の改造の
ための設計などを行っている｡ 当初は, 新入社員名を東京エレクトロン九州に派遣し実務研















て新工場 (	) を年月に増設した	)｡ 続いて年にの工場増設を, 翌



































に売上高は減少傾向をたどり, 年度億円, 年度億円, 年度には遂に
億円にまで落ち込んでいる (図)｡ この要因としては, 一つに	年秋のリーマンショック
後の世界同時不況下で半導体・の需要後退により半導体・製造装置の市場が大幅に
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ン九州が望む安くて良いものをどんどん提供して拡販していく｣ という｡ 既述のように, 
年月現在, アイシン九州は, 東京エレクトロン九州向けに約 品目の機械加工部品を調達
し納入している｡ アイシン九州では, これまで, 半導体・液晶製造装置の組立部品の調達事業
を拡大するため, 電器・電子事業部の調達グループの社員が恒常的に東京エレクトロン九州の

















取得), 『アイシン九州株式会社 会社案内 年度版』, アイシン九州常務取締役電器・電子事
業部部長池田哲夫氏からのヒアリング (年月日)による｡
) ｢トップに聞く アイシン九州株式会社 加藤肇社長 世界で戦えるメイドイン九州の製品水
準へ｣ 『熊本県企業誘致連絡協議会会報 』 第号, !年月, !ページ｡
) ｢アイシン精機 熊本新工場を分社 小回りきく経営めざす｣ 『日経産業新聞』 年月日"
｢アイシン精機 熊本工場を分社化 月から生産開始｣ 『日本経済新聞』 (地方経済面／中部)
年月日"｢アイシン精機 (本社・愛知県) 城南町に進出する熊本工場を現地法人化へ 企業
進出｣ 『熊本日日新聞』 年月日｡
!) ｢熊本県城南に新工場 アイシン精機が着工｣ 『日経産業新聞』 年#月日"｢城南町で 『ア





$) 前掲 『アイシン九州株式会社 会社案内 年度版』｡
%) ｢リングフロム九州｣ については, 下記のものを参照されたい｡
・｢九州を 『車生産基地』 に 部品!社, 系列を超え連合 技術補完, 仕事を融通｣ 『日本経済新
聞』 (地方経済面／九州)年$月#日｡
・｢自動車部品!社 企業連合を結成 中国・九州地方｣ 『日本経済新聞』 (地方経済面／広島)
年$月#日｡
・｢九州・中国の部品!社連携 『&'()フロム九州』 系列超え, 共同受注めざす｣ 『日経産業新
聞』 年$月日｡
・川越公一郎 ｢受注拡大に向け企業連携が本格化 相互補完でコスト競争力を強化｣ 『くまもと経
済』 ㈱地域情報センター, 第!!号, 年#月, #～!ページ｡
・｢◎業, 挑む (#) ＝生産連携組織？ 世界的競争に危機感 原価低減へ九州の輪 [第部] 熊本
発・ものづくり｣ 『熊本日日新聞』 年月日｡
・｢&'()フロム九州 ダイハツ車体から受注 初の大型, 大分工場へ部品｣ 『日本経済新聞』 (地
方経済面／九州)年月日｡
・｢九州・中国拠点の部品メーカー連合 ダイハツ車体から受注｣ 『日経産業新聞』 年月
日｡





・前掲 ｢トップに聞く アイシン九州株式会社 加藤肇社長 世界で戦えるメイドイン九州の
製品水準へ｣, ページ｡







) アイシン九州社長加藤肇氏からのヒアリング (年月日)｢アイシン九州 液晶装置を生
産 月稼働 専用工場を建設｣ 『日本経済新聞』 (地方経済面／九州)年月日｢アイシ
ン九州 液晶製造装置を生産 月から専用工場で｣ 『日経産業新聞』 年月
日｢液晶製
造装置, 本格的に生産 異分野挑戦で技術向上 アイシン九州・加藤社長に聞く｣ 『熊本日日新聞』
年月
日｡
	) 東京エレクトロン九州のネットワーク分業については, 伊東維年 ｢地方における大手半導体製造




) 小茅忠士 ｢生産に回復の兆し メーカー工場が相次いでラインを増強｣ 『くまもと経済』 ㈱地






) ｢アイシン九州 半導体装置に進出 東京エレク九州と提携｣ 『日本経済新聞』 (地方経済面／九州)
年月日｡
) ｢アイシン九州 半導体製造装置で新工場 城南町と日協定 本社工場も増床｣ 『熊本日日新聞』








) 同前, および前掲 『アイシン九州株式会社 会社案内 年度版』 による｡
) ｢アイシン九州 液晶製造装置 本社内に新工場 需要増で｣ 『日本経済新聞』 (地方経済面／
九州)年月日｢液晶製造装置で新工場 アイシン九州が来月稼働｣ 『日経産業新聞』
年月日｢アイシン九州 液晶分野の生産拡大 工場増設 自動車以外の比率上げ｣ 『熊
本日日新聞』 年月日｢アイシン九州 県, 城南町と立地協定 液晶装置工場の増設で｣
『熊本日日新聞』 年月日｡
	) ｢アイシン九州 生産能力を割増強 自動車部品と半導体関連｣ 『日本経済新聞』 (地方経済面／
九州)
年




部品製造工場も 経営基盤強化へ｣ 『熊本日日新聞』 
年月日｡
) 『	年月作成 半導体・製造装置需要予測 (	年度～年度)』 社団法人日本半導体
製造装置協会, 	年月日, ～ページ｡






) ｢アイシン九州 (熊本県) は, 自動車部品メーカーとして培ったジャストインタイム方式によって
半導体液晶製造装置の生産リードタイムを大幅に短縮している｣ という｡ 『九州半導体クラスター
創成に関する新産業創出調査 調査報告書 』 産業基盤整備基金, 
年
月, ページ｡
伊 東 維 年
――
